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御鎮座八百年奉祝記念●
弐
百
萬
円

田
村　

賀
世
（
東
京
都
渋
谷
区
）

●
伍
拾
萬
円

小
野
澤
セ
キ
子
（
中
央
区
上
溝
）

●
参
拾
萬
円

稲
葉
電
気
興
業
㈱
（
中
央
区
清
新
）

㈱
ユ
ー
カ
ワ
ベ
（
京
都
府
京
都
市
）

●
弐
拾
萬
円

飯
田　

覚
隆
（
南
区
当
麻
）

●
壱
拾
参
萬
円

橋
本
大
鷲
神
社
（
緑
区
橋
本
）

●
壱
拾
萬
円

荻
田　

祐
右
（
愛
甲
郡
愛
川
）

㈱
民
俗
工
芸
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

西
野
建
設
㈱
（
中
央
区
星
が
丘
）

平
塚
八
幡
宮
（
平
塚
市
浅
間
町
）

●
八
萬
円

畑
野　

五
郎
（
中
央
区
千
代
田
）

●
伍
萬
円

大
川　

豊
作
（
中
央
区
陽
光
台
）

金
子
寿
美
子
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）

田
名
八
幡
宮
（
中
央
区
水
郷
田
名
）

中
田　

和
雄
（
中
央
区
陽
光
台
）

𡈽
方　
　

豊
（
中
央
区
星
が
丘
）

星
工
業
㈱
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

●
四
萬
円

野
岳　

恒
憲
（
中
央
区
緑
が
丘
）

丸
良
運
輸
㈱
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

㈲
神
明
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

●
参
萬
円

大
隅　

康
弘
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

小
川　

愼
一
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
野
澤
重
幸
（
中
央
区
上
溝
）

片
野　

光
章
（
座
間
市
座
間
）

㈱
協
同
商
店
（
中
央
区
南
橋
本
）

㈱
む
つ
み
工
業
（
中
央
区
田
名
）

佐
藤　

時
雄
（
緑
区
下
九
沢
）

篠
田　

雅
美
（
中
央
区
田
名
）

萩
原　

敏
幸
（
南
区
当
麻
）

三
浦　

幸
治
（
中
央
区
陽
光
台
）

水
谷
商
事
㈱
（
中
央
区
相
模
原
）

宮
岡
由
美
子
（
中
央
区
上
溝
）

山
﨑　
　

治
（
緑
区
原
宿
南
）

●
弐
萬
円

青
木　

悦
子
（
東
京
都
八
王
子
市
）

加
藤　

久
人
（
埼
玉
県
新
座
市
）

神
林　

正
雄
（
中
央
区
矢
部
）

星
ヶ
丘
自
治
会
連
合
会

（
中
央
区
星
が
丘
）

細
谷　
　

清
（
南
区
古
淵
）

水
谷　

正
美
（
中
央
区
共
和
）

●
壱
萬
伍
阡
円

森
泉　

祐
二
（
中
央
区
星
が
丘
）

●
壱
萬
弐
阡
円

岸　
　

広
輔
（
中
央
区
上
溝
）

●
壱
萬
円

飯
田　

則
恭
（
南
区
新
磯
野
）

石
黒　

正
人
（
中
央
区
上
溝
）

猪
瀬　

圭
輔
（
南
区
大
野
台
）

宇
都　

智
浩
（
南
区
麻
溝
台
）

蛯
谷　

仁
美
（
中
央
区
富
士
見
）

小
田
原　

敬
（
南
区
双
葉
）

梶
山　

明
宏
（
中
央
区
上
溝
）

加
藤　

俊
夫
（
緑
区
元
橋
本
町
）

北
島　
　

晟
（
中
央
区
上
溝
）

小
林　

潤
子
（
中
央
区
相
模
原
）

サ
ー
ク
ル
Ｋ
上
溝
店
（
中
央
区
上
溝
）

佐
藤　

伸
幸
（
緑
区
二
本
松
）

佐
藤　

義
夫
（
中
央
区
千
代
田
）

篠
塚　

芳
夫
（
中
央
区
上
溝
）

菅
原　

幸
蔵
（
中
央
区
千
代
田
）

千
葉　

知
弘
（
中
央
区
上
溝
）

中
野　
　

喬
（
中
央
区
光
が
丘
）

中
村　
　

稔
（
中
央
区
緑
が
丘
）

野
中　

暁
広
（
中
央
区
相
生
）

髙
橋　

節
子
（
中
央
区
上
溝
）

蓮
池　

直
人
（
中
央
区
上
溝
）

早
川
誠
一
郎
（
座
間
市
入
谷
）

福
崎　

範
男
（
中
央
区
陽
光
台
）

細
谷　

辰
雄
（
南
区
古
淵
）

前
田　
　

拓
（
中
央
区
上
溝
）

馬
渕　

仁
彦
（
横
浜
市
都
筑
区
）

丸
岡　

龍
太
（
横
浜
市
青
葉
区
）

森　
　

茂
夫
（
中
央
区
上
溝
）

森　
　

初
枝
（
中
央
区
上
溝
）

森　

フ
ヂ
子
（
中
央
区
上
溝
）

八
木　

修
司
（
緑
区
大
島
）

湯
田　

道
夫
（
中
央
区
陽
光
台
）

和
田
登
喜
夫
（
緑
区
中
野
）

渡
邊　

一
夫
（
中
央
区
陽
光
台
）

●
伍
阡
円

浅
田　
　

剛
（
緑
区
川
尻
）

阿
邊　

哲
也
（
中
央
区
上
溝
）

新
井　

久
義
（
中
央
区
相
生
）

安
藤　

昭
一
（
南
区
御
園
）

井
上　

厚
司
（
南
区
下
溝
）

井
上　
　

功
（
中
央
区
矢
部
）

井
上　

末
盛
（
中
央
区
緑
が
丘
）

入
江　

建
夫
（
中
央
区
上
溝
）

岩
永　

清
重
（
中
央
区
緑
が
丘
）

内
海　
　

隆
（
中
央
区
並
木
）

内
山　

秀
夫（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

遠
藤　
　

明
（
中
央
区
光
が
丘
）

遠
藤　
　

操
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

太
田　

逸
男
（
中
央
区
相
模
原
）

大
場　

憲
正
（
中
央
区
上
溝
）

小
沼　

資
司
（
中
央
区
緑
が
丘
）

加
藤　
　

貢
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

加
藤　

祐
子
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

門
倉　

伸
治
（
中
央
区
光
が
丘
）

金
子
ア
イ
子
（
中
央
区
星
が
丘
）

金
子　
　

治
（
中
央
区
星
が
丘
）

行
政
書
士
村
山
法
務
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
中
央
区
上
溝
）

九
良　

健
二
（
中
央
区
千
代
田
）

黒
河　

節
子
（
中
央
区
富
士
見
）

軍
司　

耕
一
（
南
区
南
台
）

越
田　

和
義
（
中
央
区
共
和
）

寒
河
江　

守
（
中
央
区
共
和
）

佐
々
木
泰
三
（
中
央
区
上
溝
）

佐
藤　

俊
彦
（
中
央
区
上
溝
）

佐
野　

文
代
（
緑
区
町
屋
）

篠
﨑　

昌
子
（
川
崎
市
高
津
区
）

柴
田　

光
康
（
中
央
区
緑
が
丘
）

白
井　

敦
史
（
中
央
区
星
が
丘
）

城
石　

和
子
（
大
和
市
鶴
間
）

田
加
井
國
育
（
中
央
区
矢
部
）

髙
橋　

研
二
（
中
央
区
上
溝
）

竹
尾　

伊
平
（
中
央
区
陽
光
台
）

武
田　

芳
顕
（
東
京
都
町
田
市
）

田
所　
　

徹
（
中
央
区
田
名
）

田
中　
　

茂
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

千
葉　

親
平
（
中
央
区
陽
光
台
）

永
冨　
　

修
（
中
央
区
横
山
台
）

仲
桝　

久
子
（
中
央
区
相
生
）

西
野　

正
美
（
中
央
区
上
溝
）

西
野　

洋
平
（
栃
木
県
大
田
原
市
）

西
脇　

清
司
（
中
央
区
弥
栄
）

野
村　

勝
子
（
南
区
北
里
）

樋
口　
　

保
（
中
央
区
陽
光
台
）

久
恒
ゆ
み
子
（
緑
区
西
橋
本
）

久
恒　

龍
治
（
緑
区
西
橋
本
）

藤
岡　

明
子
（
中
央
区
青
葉
）

太　
　

幸
雄
（
中
央
区
富
士
見
）

増
田　

義
孝
（
南
区
下
溝
）

町
田　

行
央
（
緑
区
西
橋
本
）

松
下　

信
之
（
中
央
区
並
木
）

三
木　

教
行
（
中
央
区
相
模
原
）

水
田　
　

駿
（
南
区
大
野
台
）

三
輪　

敏
夫
（
中
央
区
光
が
丘
）

三
輪　

尚
子
（
中
央
区
光
が
丘
）

三
輪　
　

亘
（
中
央
区
光
が
丘
）

森
下
喜
美
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

守
屋　
　

進
（
中
央
区
矢
部
）

矢
向　

章
男
（
中
央
区
緑
が
丘
）

山
口
真
紀
子
（
緑
区
下
九
沢
）

山
﨑　

洋
子
（
緑
区
原
宿
南
）

江
﨑　

貴
博
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

養
田　
　

仁
（
中
央
区
陽
光
台
）

吉
田　

善
勝
（
緑
区
下
九
沢
）

脇
村　

彰
造
（
緑
区
西
橋
本
）

渡
辺　

隆
之
（
中
央
区
緑
が
丘
）

綿
引　
　

功
（
緑
区
東
橋
本
）

加
藤　

德
子
（
海
老
名
市
上
今
泉
）

特
別
調
度
品　

●
壱
百
萬
円

亀
ヶ
池
八
幡
宮
総
代
一
同

石
川　

誠
剛
（
南
区
大
野
台
）

大
貫
秀
文
・
律
子
（
緑
区
下
九
沢
）

福
田　

和
子
（
東
京
都
中
野
区
）

●
伍
拾
萬
円

大
貫　

幸
雄
（
緑
区
下
九
沢
）

藩
州
電
気
㈱
（
中
央
区
田
名
）

プ
ラ
イ
ム
デ
リ
カ
㈱
（
南
区
麻
溝
台
）

●
参
拾
弐
萬
円

亀
ヶ
池
八
幡
宮
世
話
人
一
同

●
参
拾
萬
円

石
井　

正
彦
（
南
区
当
麻
）

㈱
Ｓ
Ｅ
Ｔ 

Ｕ
Ｐ（
中
央
区
千
代
田
）

谷
山
税
務
会
計
事
務
所（
伊
勢
原
市
桜
台
）

●
弐
拾
萬
円

井
上　

英
武
（
中
央
区
星
が
丘
）

梅
原　

信
男
（
中
央
区
陽
光
台
）

相
模
原
市
農
業
協
同
組
合

（
中
央
区
中
央
）

●
壱
拾
伍
萬
円

神
刀
流
神
刀
館
（
中
央
区
千
代
田
）

森
会
計
事
務
所
（
中
央
区
千
代
田
）

●
壱
拾
萬
円

大
木　

冨
雄
（
中
央
区
上
溝
）

大
木
美
津
子
（
中
央
区
上
溝
）

㈲
大
髙
運
輸
（
中
央
区
上
溝
）

調
度
品　

●
壱
拾
伍
萬
円

神
明
大
神
宮
（
緑
区
橋
本
）

●
壱
拾
萬
円

相
原
八
幡
宮
（
緑
区
相
原
）

鵜
野
森
日
枝
神
社
（
南
区
鵜
野
森
）

大
沼
神
社
（
南
区
東
大
沼
）

㈱
岩
井
土
地
建
物
（
南
区
古
淵
）

㈱
サ
カ
イ
物
流
（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム（
中
央
区
富
士
見
）

軽
部　

智
司
（
中
央
区
横
山
）

税
所　

正
和
（
南
区
相
模
台
）

佐
藤　

律
子
（
東
京
都
町
田
市
）

第
一
商
事
㈱
（
緑
区
橋
本
）

髙
萩　

一
二
（
中
央
区
陽
光
台
）

中
村　

遥
仁
（
中
央
区
横
山
）

橋
本　

悦
子
（
南
区
下
溝
）

橋
本　

勇
一
（
南
区
下
溝
）

保
坂　

正
幸
（
中
央
区
横
山
）

村
富
神
社
（
中
央
区
矢
部
）

ラ
ン
ド
ワ
ー
ク一
級
建
築
士
事
務
所

（
東
京
都
町
田
市
）

燈
籠

●
弐
拾
萬
円

石
川　

豊
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

磯
部
八
幡
宮
（
南
区
磯
部
）

井
上
酒
店
（
南
区
下
溝
）

今
井　

達
次
（
中
央
区
千
代
田
）

岡
林　

義
弘
（
中
央
区
陽
光
台
）

久
住　

和
代
（
横
浜
市
青
葉
区
）

相
模
原
中
央
病
院（
中
央
区
富
士
見
）

田
村
敏
夫
・
ケ
イ
子（
中
央
区
清
新
）

中
山
金
男
・
君
子
（
中
央
区
上
溝
）

ハ
ラ
グ
ル
ー
プ
本
部
（
緑
区
東
橋
本
）

松
井
建
設
㈱
（
東
京
都
中
央
区
）

み
ず
ほ
証
券
㈱
町
田
支
店

（
東
京
都
町
田
市
）

●
壱
拾
伍
萬
円

ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱（
緑
区
大
山
町
）

相
原　

伸
司
（
埼
玉
県
加
須
市
）

石
澤　

昌
治
（
中
央
区
千
代
田
）

今
商
㈱
（
緑
区
久
保
沢
）

井
村
要
志
雄
（
中
央
区
陽
光
台
）

㈱
可
児
商
店
（
愛
知
県
瀬
戸
市
）

川
上　

武
宏
（
中
央
区
上
溝
）

相
模
煙
火
店
（
緑
区
大
島
）

座
間　
　

福
（
南
区
下
溝
）

白
鷹
運
輸
㈱
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

瀧
本
林
業
㈱
（
中
央
区
矢
部
）

根
岸　
　

清
（
中
央
区
青
葉
）

浜
梶
庸
一
郎
（
緑
区
青
山
）

星
野　
　

玉
（
中
央
区
中
央
）

町
田
紘
一
・
克
子
（
南
区
麻
溝
台
）

宮
ノ
原
栄
子
・
み
ど
り

（
中
央
区
宮
下
本
町
）

望
月
測
量
登
記
事
務
所

（
東
京
都
調
布
市
）

山
岸　

節
子
（
中
央
区
上
溝
）

山
本　
　

清
（
緑
区
下
九
沢
）

ラ
イ
ズ
工
業
㈲
（
厚
木
市
下
川
入
）

渡
木　

一
壽
（
中
央
区
青
葉
）

渡
部　

健
次
（
中
央
区
由
野
台
）

●
壱
拾
萬
円

安
達　

晃
雄
（
中
央
区
千
代
田
）

Ｌ
Ｃ
Ａ
国
際
小
学
校（
中
央
区
横
山
台
）

大
野
台
御
嶽
神
社
（
南
区
大
野
台
）

大
林　

正
治
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
野
美
智
子
・
佳
世
子

（
東
京
都
町
田
市
）

㈱
ア
イ
ア
ー
ル（
中
央
区
田
名
）

㈱
ア
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
カ
イ
産
業
（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
カ
イ
産
業
運
輸（
中
央
区
田
名
）

㈱
岡
調
査
設
計
事
務
所

（
中
央
区
鹿
沼
台
）

㈱
山
紀
グ
ル
ー
プ（
中
央
区
上
溝
）

小
池　

公
子
（
中
央
区
弥
栄
）

志
賀　

末
吉
（
綾
瀬
市
深
谷
上
）

清
水　

哲
行
（
緑
区
下
九
沢
）

菅
沼　

良
男
（
中
央
区
千
代
田
）

関
山　

泰
孝
（
南
区
当
麻
）

薗　
　

麗
子
（
中
央
区
上
溝
）

髙
𣘺　

修
一
（
中
央
区
並
木
）

竹
村　

良
彦
（
中
央
区
緑
が
丘
）

西
村　

輝
昭
（
中
央
区
陽
光
台
）

畑
野　

五
郎
（
中
央
区
千
代
田
）

細
川　

久
男
（
中
央
区
上
矢
部
）

山
本　

八
郎
（
中
央
区
星
が
丘
）

横
山　
　

均
（
中
央
区
光
が
丘
）

吉
本　
　

稔
（
中
央
区
横
山
台
）

（
敬
称
略
）

　

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等
御
造
営
の
御
奉
賛
、
ま
た
特
別
調
度
品
・
調
度
品
・
燈
籠
の
御
奉
納
を
賜
り

ま
し
た
氏
子
崇
敬
者
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
左
記
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御
奉
賛
者
皆

様
の
ご
多
幸
ご
隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
調
度
品
・
燈
籠
に
つ
き
ま
し
て
は
お
陰
を
持
ち
ま
し

て
総
て
奉
納
完
了
頂
き
ま
し
た
こ
と
御
報
告
致
し
ま
す
。
特
別
調
度
品
等
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き
続
き
氏

子
崇
敬
者
皆
様
の
格
別
な
る
御
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
六
月
か
ら
平

成
二
十
六
年
十
一
月
末
日
ま
で

社
頭
に
て
受
付
分
を
掲
載
致
し

ま
し
た
。
奉
賛
会
委
員
受
付
分

は
特
別
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

●
斎
行
日
…
平
成
二
十
七
年
二
月
三
日
（
火
）

●
式
典
…
午
後
三
時

●
豆
撒
き
師
（
年
男
・
年
女
・
厄
年
の
人
）
の
ご

希
望
の
方
は
、
当
八
幡
宮
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。（
当
日
も
受
付
け
致
し
ま
す
。）

●
日
時
…
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
四
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
九
時
半
開
会

●
会
場
…
亀
ヶ
池
八
幡
宮
境
内

●
応
募
資
格
…
首
の
す
わ
っ
た
生
後
六
ヶ
月
位

か
ら
二
歳
半
位
ま
で
の
男
女
児

●
参
加
費
…
一
三
、〇
〇
〇
円
（
四
股
名
兜
・
一

升
餅
担
ぎ
・
福
引
・
祈
祷
料
・
御
守
・
そ
の
他

含
む
）

●
募
集
人
数
…
百
五
十
名

●
募
集
期
間
…
平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日
よ

り
五
月
二
十
二
日
ま
で

●
申
込
・
問
合
せ
…
W
e
b
サ
イ
ト

　
（http://w

w
w
.nakisum

o.jp/

）
か
ら
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

●
斎
行
日
…
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
七
日（
土
）

●
式
典
…
午
後
三
時

●
半
年
の
罪
穢
を
人
形
に
移
し
清
め
て
、
心
身

共
に
蘇
る
お
祭
り
で
す
。
お
申
し
込
み
は
、

当
八
幡
宮
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
当
日
も

受
付
け
致
し
ま
す
。）

名
）

名
）

台
）

）略
）

●
申
込
・
問
合

（http://w
w

し
込
み
下
さ

●
斎
行
日
…
平

●
式
典
…
午
後
三
時

問い合わせは亀ヶ池八幡宮社務所 TEL.042-

十
二
日
ま
で

合

お
申

（
土
）

合
せ
…
W
e
b
サ
イ
ト

w
w
.nakisum

o.jp/

）
か
ら
お

さ
い
。

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
七
日
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続後拾遺集は正中2年撰の勅撰和歌集である。詠者度会常良は後に常昌と改めた。鎌倉中期建長3年
（1263）に出生、正応5年（1292）に豊受大神宮禰宜に任じた。延元4年（1339）に歿した。享年77。伊勢
神道の学者であると共に南朝に対する勤皇の志の厚い神職であった。　　　　岡田米男『神道百言』より 本殿遷座祭　宮司以下祭員退下

民のため世のため祈る神わざの
しげき御国はなほぞ栄えむ
　　          ―度会常良・続後拾遺集―

続後拾遺集は正中2年撰の勅撰和歌集である。詠者度会常良は後に常昌と改めた。鎌
（1263）に出生、正応5年（1292）に豊受大神宮禰宜に任じた。延元4年（1339）に歿し
神道の学者であると共に南朝に対する勤皇の志の厚い神職であった。　　　　岡田米男

しげき御国はなほぞ栄えむしげき御国はなほぞ栄えむ
        ―度会常良・続後拾遺集―

　国民が安楽に暮せるよう、又世の中が平和であるようにと祈
るのが、神社の祭の本旨である。この祈りの心が一人よりも二
人と多くなり、結集されることは、国民も社会も、安楽と平和の
社会生活を望む声の昂まりを示すもので、神社の祭の目的はそ
こにある。
　「神わざ」とは神に奉仕することであり、誠を捧げることであ
る。祭が仕え奉ることであり、誠を捧げることであるのと同様で
ある。国民社会の幸福を祈る祭が盛んに行われねばならぬ道
理がここにある。
　年中行事がお正月から始まって、12月に終り、1年中、同じよ
うな祭が繰りかえされるのは、人は祈りに明けて、祈りに暮れ、
終始一貫、誠の道を歩まねばならぬからである。我が国が古来、
神事を第一とした理由は国民・社会の幸福を第一としたものに
外ならない。
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新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
二
十
七

年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皇
室
の
彌

栄
と
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
安
泰
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皇
室
に
お
か
れ
ま
し
て
は
昨
年
十
月
二
十
日

皇
后
陛
下
に
は
目
出
度
く
傘
寿
を
お
迎
え
遊
ば

さ
れ
「
ど
の
よ
う
な
時
に
も
寛
容
に
導
い
て
下

さ
り
、
今
日
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、
天
皇
陛
下

の
お
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
」と
感
謝
を
述
べ
ら
れ
、

ま
た
「
国
民
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
支
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
に
し
み
じ
み
と
し
た
幸
せ
を
感
じ
ま

す
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
天
皇
皇
后

両
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
壮
健
に
て

お
過
ご
し
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、亀
ヶ
池
八
幡
宮
は
健
保
二
年（
一
二
一

四
年
）に
鎮
座
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
平
成
十
五

年
よ
り
御
鎮
座
八
百
年
事
業
を
企
て
、平
成
二

十
四
年
九
月
よ
り
御
社
殿
御
神
門
等
造
営
工
事

を
開
始
し
、同
年
十
二
月
に
仮
殿
遷
座
祭
、平
成

二
十
五
年
三
月
に
地
鎮
祭
、そ
の
後
立
柱
祭
や

上
棟
祭
等
の
祭
事
を
逐
次
執
行
し
、平
成
二
十

六
年
七
月
に
竣
功
、愈
々
八
月
二
十
日
夕
刻
浄

闇
の
中
、本
殿
遷
座
祭
を
斎
行
し
御
神
体
を
一

年
八
ヶ
月
余
振
り
に
新
社
殿
本
殿
の
内
陣
に
遷

御
致
し
ま
し
た
。諸
祭
典
を
滞
る
こ
と
な
く
無

事
に
お
納
め
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、

氏
子
崇
敬
者
皆
様
方
の
赤
誠
溢
れ
る
賜
物
に
よ

る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

本
年
は
終
戦
七
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
東

亜
戦
争
を
記
憶
し
て
い
る
人
た
ち
も
年
々
減
り

つ
つ
あ
る
今
日
、戦
争
と
い
う
も
の
の
愚
か
さ
、

悲
惨
さ
を
理
解
し
、
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
我
々
国
民
は
恒
久
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
干
支
は
「
羊
」
で
す
。
群
れ
を
な
す

羊
は
従
順
で
温
和
人
情
に
厚
く
家
族
の
安
泰
を

願
う
動
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
羊
に
因

ん
で
い
つ
ま
で
も
平
和
に
暮
ら
し
た
い
も
の
で

す
。
結
び
に
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

　

御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業「
御
社
殿

御
神
門
等
御
造
営
工
事
」も
立
派
に
竣
功
し

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
日
、陽
は
没
す
る

も
蝉
時
雨
に
包
ま
れ
た
浄
闇
の
午
後
七
時
、

祭
員
の「
カ
ケ
コ
ー
」と
い
う
鶏
鳴
三
声
後
、

「
出
御
！
」と
発
せ
ら
れ
境
内
の
灯
は
一
斉
に

消
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
提
燈
、威
儀
物
、松
明
に
先
導
さ
れ
、

伶
人
奏
楽
の
中
、絹
垣
で
囲
ま
れ
根
岸
宮
司

に
奉
載
さ
れ
た
御（
御
神
体
）は
境
内
を
進
み
、

檜
の
香
り
も
芳
し
い
神
門
を
潜
り
内
庭
か
ら

御
社
殿
に
参
入
、無
事
御
本
殿
内
陣
の
御
神

座
に
奉
安
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
本
殿
祭
が
宮
司
斎
主
の
も
と
斎
行

さ
れ
、二
百
余
名
の
参
列
者
は
恙
無
く
遷
御

さ
れ
た
様
子
を
ご
覧
に
な
り
喜
び
に
浸
る
中
、

予
定
の
午
後
九
時
に
目
出
度
く
本
殿
遷
座
祭

も
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業
と
し
て
進
め
て
参

り
ま
し
た
第
一
期
工
事「
平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
」の
建
築
は
、

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
目
出
度
く
竣
功
し
、
平
成
二
十
六
年
八
月

二
十
日
に
本
殿
遷
座
祭
（
大
神
様
が
仮
殿
よ
り
新
社
殿
に
お
鎮

ま
り
い
た
だ
く
尊
い
神
事
）
を
無
事
斎
行
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
亀
ヶ
池
八
幡
大
神
の
御
神
恩
に
お
応
え
す
る
べ
く
、

一
層
神
域
の
尊
厳
護
持
に
努
め
た
く
存
じ
、
第
二
期
工
事
と
し

て
境
内
整
備
事
業
（
御
神
苑
造
成
）
に
着
手
致
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
事

業
が
滞
り
な
く
見
事
完

遂
致
し
ま
す
よ
う
趣
旨

を
深
く
ご
理
解
下
さ
い

ま
し
て
、
日
頃
御
信
仰
篤

い
皆
様
方
に
格
別
な
る

お
力
添
え
を
賜
り
、
御
奉

賛
・
御
寄
進
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

御
奉
賛
ご
協
力
頂
け

る
方
は
、
当
八
幡
宮
社
務

所
へ
お
越
し
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

■
奉
賛
金

　

●
個
人
（
一
口
）
五
千
円　

●
法
人
（
一
口
）
一
万
円

　

一
口
以
上
の
御
奉
賛
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、
奉
賛
金
を

御
奉
納
さ
れ
た
方
は
境
内
に
御
芳
名
を
掲
出
し
顕
彰
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等
御
造
営
竣
功

御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業「
御
社
殿

御
神
門
等
御
造
営
工
事
」も
立
派
に
竣
功
し

に
奉
載
さ
れ
た
御（
御
神
体
）は
境
内
を
進
み
、

檜
の
香
り
も
芳
し
い
神
門
を
潜
り
内
庭
か
ら

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等
御
造
営
竣
功

御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業

　
　

　御鎮座八百年を記念し取り組んで来た御社殿御神門
等の造営工事は、氏子崇敬者皆様方のお力添えにより
平成26年７月に竣功し、８月20日、目出度く本殿遷座
祭を斎行することが出来ました。
　その１ヶ月後の９月14日に新築成った御社殿にて初め
て執り行われた例大祭は、亀ヶ池八幡大神の御神威の
お蔭で早朝より雲一つ無い日本晴れに恵まれました。午
前10時修祓式の後、根岸宮司先頭に祭員・総代世話人・
奉務神社総代・氏子崇敬者等二百余名は御神門から新
御社殿に参入致しました。
　その後宮司一拝・開扉・献饌の後、報恩感謝の念を
捧げ国家安泰、地域発展の祝詞を奏上し、宮司による
奉幣の儀によって亀ヶ池八幡大神の御神徳の高揚が祈
念され、引き続き、献幣使として神奈川県神社庁理事琴
平神社宮司志村幸男氏が祭詞奏上され、参列者全員が
玉串拝礼し祭典は終了致しました。

新御社殿にて神恩捧げ

御鎮座八百年　

第
二
期
工
事
・

境
内
整
備
事
業
（
御
神
苑
造
成
）

御
奉
賛
・
御
寄
進
の
お
願
い

遷御の様子

召立の儀

亀ヶ池八幡宮御鎮座八百年奉祝記念
平成の御社殿・御神門

竣功奉祝祭のお知らせ
　この度、亀ヶ池八幡宮御鎮座八百年奉祝記念「平成
の御社殿・御神門」の竣功をお祝いして、下記の通り奉
祝祭を斎行致します。多くの方々にご観覧頂きたく御案
内致します。

斎行日：平成27年3月21日（土・祝）・22日（日）
●午前…稚児行列　
●午後…和太鼓演奏、神刀流演舞、野点
●夕方…真木ことみ歌謡ショー 
●午前…奉祝大祭　
●午後…直会、奉務神社獅子舞（神奈川県指定
　　　　無形民俗文化財）、野点、筝曲演奏
●夕方…舞楽・雅楽演奏

22日
（本宮）

21日
（宵宮）

りお二まと

宮司一拝

げ■御き

浦安の舞奉奏

入御

ま業遂をまいお賛う次

大神様に神饌物を奉る

新御社殿
宮司　奉幣の儀

　稚児行列は３月21日（土・祝）
に開催致します。お子様の末
永いお幸せを願ってご参加下
さいますようご案内致します。
　詳しくは当八幡宮社務所
受付へどうぞ。皆様お誘い
合わせの上ご参加下さい。

お稚児さん募集
稚児行列稚児行列

な
く
無

の
も
、

物
に
よ

す
。大

東

々
減
り

か
さ
、

度
と
繰

平
和
へ

せ
ん
。す

日（土・祝）
子様の末
ご参加下
致します。
宮社務所
様お誘い
さい。

ん募集
行列行列行列行列列行列

万
円

尚
、
奉
賛
金
を

御神苑完成予想図
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新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
二
十
七

年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皇
室
の
彌

栄
と
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
安
泰
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皇
室
に
お
か
れ
ま
し
て
は
昨
年
十
月
二
十
日

皇
后
陛
下
に
は
目
出
度
く
傘
寿
を
お
迎
え
遊
ば

さ
れ
「
ど
の
よ
う
な
時
に
も
寛
容
に
導
い
て
下

さ
り
、
今
日
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、
天
皇
陛
下

の
お
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
」と
感
謝
を
述
べ
ら
れ
、

ま
た
「
国
民
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
支
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
に
し
み
じ
み
と
し
た
幸
せ
を
感
じ
ま

す
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
天
皇
皇
后

両
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
壮
健
に
て

お
過
ご
し
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、亀
ヶ
池
八
幡
宮
は
健
保
二
年（
一
二
一

四
年
）に
鎮
座
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
平
成
十
五

年
よ
り
御
鎮
座
八
百
年
事
業
を
企
て
、平
成
二

十
四
年
九
月
よ
り
御
社
殿
御
神
門
等
造
営
工
事

を
開
始
し
、同
年
十
二
月
に
仮
殿
遷
座
祭
、平
成

二
十
五
年
三
月
に
地
鎮
祭
、そ
の
後
立
柱
祭
や

上
棟
祭
等
の
祭
事
を
逐
次
執
行
し
、平
成
二
十

六
年
七
月
に
竣
功
、愈
々
八
月
二
十
日
夕
刻
浄

闇
の
中
、本
殿
遷
座
祭
を
斎
行
し
御
神
体
を
一

年
八
ヶ
月
余
振
り
に
新
社
殿
本
殿
の
内
陣
に
遷

御
致
し
ま
し
た
。諸
祭
典
を
滞
る
こ
と
な
く
無

事
に
お
納
め
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、

氏
子
崇
敬
者
皆
様
方
の
赤
誠
溢
れ
る
賜
物
に
よ

る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

本
年
は
終
戦
七
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
東

亜
戦
争
を
記
憶
し
て
い
る
人
た
ち
も
年
々
減
り

つ
つ
あ
る
今
日
、戦
争
と
い
う
も
の
の
愚
か
さ
、

悲
惨
さ
を
理
解
し
、
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
我
々
国
民
は
恒
久
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
干
支
は
「
羊
」
で
す
。
群
れ
を
な
す

羊
は
従
順
で
温
和
人
情
に
厚
く
家
族
の
安
泰
を

願
う
動
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
羊
に
因

ん
で
い
つ
ま
で
も
平
和
に
暮
ら
し
た
い
も
の
で

す
。
結
び
に
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

　

御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業「
御
社
殿

御
神
門
等
御
造
営
工
事
」も
立
派
に
竣
功
し

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
日
、陽
は
没
す
る

も
蝉
時
雨
に
包
ま
れ
た
浄
闇
の
午
後
七
時
、

祭
員
の「
カ
ケ
コ
ー
」と
い
う
鶏
鳴
三
声
後
、

「
出
御
！
」と
発
せ
ら
れ
境
内
の
灯
は
一
斉
に

消
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
提
燈
、威
儀
物
、松
明
に
先
導
さ
れ
、

伶
人
奏
楽
の
中
、絹
垣
で
囲
ま
れ
根
岸
宮
司

に
奉
載
さ
れ
た
御（
御
神
体
）は
境
内
を
進
み
、

檜
の
香
り
も
芳
し
い
神
門
を
潜
り
内
庭
か
ら

御
社
殿
に
参
入
、無
事
御
本
殿
内
陣
の
御
神

座
に
奉
安
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
本
殿
祭
が
宮
司
斎
主
の
も
と
斎
行

さ
れ
、二
百
余
名
の
参
列
者
は
恙
無
く
遷
御

さ
れ
た
様
子
を
ご
覧
に
な
り
喜
び
に
浸
る
中
、

予
定
の
午
後
九
時
に
目
出
度
く
本
殿
遷
座
祭

も
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業
と
し
て
進
め
て
参

り
ま
し
た
第
一
期
工
事「
平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
」の
建
築
は
、

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
目
出
度
く
竣
功
し
、
平
成
二
十
六
年
八
月

二
十
日
に
本
殿
遷
座
祭
（
大
神
様
が
仮
殿
よ
り
新
社
殿
に
お
鎮

ま
り
い
た
だ
く
尊
い
神
事
）
を
無
事
斎
行
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
亀
ヶ
池
八
幡
大
神
の
御
神
恩
に
お
応
え
す
る
べ
く
、

一
層
神
域
の
尊
厳
護
持
に
努
め
た
く
存
じ
、
第
二
期
工
事
と
し

て
境
内
整
備
事
業
（
御
神
苑
造
成
）
に
着
手
致
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
事

業
が
滞
り
な
く
見
事
完

遂
致
し
ま
す
よ
う
趣
旨

を
深
く
ご
理
解
下
さ
い

ま
し
て
、
日
頃
御
信
仰
篤

い
皆
様
方
に
格
別
な
る

お
力
添
え
を
賜
り
、
御
奉

賛
・
御
寄
進
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

御
奉
賛
ご
協
力
頂
け

る
方
は
、
当
八
幡
宮
社
務

所
へ
お
越
し
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

■
奉
賛
金

　

●
個
人
（
一
口
）
五
千
円　

●
法
人
（
一
口
）
一
万
円

　

一
口
以
上
の
御
奉
賛
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、
奉
賛
金
を

御
奉
納
さ
れ
た
方
は
境
内
に
御
芳
名
を
掲
出
し
顕
彰
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等
御
造
営
竣
功

御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業「
御
社
殿

御
神
門
等
御
造
営
工
事
」も
立
派
に
竣
功
し

に
奉
載
さ
れ
た
御（
御
神
体
）は
境
内
を
進
み
、

檜
の
香
り
も
芳
し
い
神
門
を
潜
り
内
庭
か
ら

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等
御
造
営
竣
功

御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業

　
　

　御鎮座八百年を記念し取り組んで来た御社殿御神門
等の造営工事は、氏子崇敬者皆様方のお力添えにより
平成26年７月に竣功し、８月20日、目出度く本殿遷座
祭を斎行することが出来ました。
　その１ヶ月後の９月14日に新築成った御社殿にて初め
て執り行われた例大祭は、亀ヶ池八幡大神の御神威の
お蔭で早朝より雲一つ無い日本晴れに恵まれました。午
前10時修祓式の後、根岸宮司先頭に祭員・総代世話人・
奉務神社総代・氏子崇敬者等二百余名は御神門から新
御社殿に参入致しました。
　その後宮司一拝・開扉・献饌の後、報恩感謝の念を
捧げ国家安泰、地域発展の祝詞を奏上し、宮司による
奉幣の儀によって亀ヶ池八幡大神の御神徳の高揚が祈
念され、引き続き、献幣使として神奈川県神社庁理事琴
平神社宮司志村幸男氏が祭詞奏上され、参列者全員が
玉串拝礼し祭典は終了致しました。

新御社殿にて神恩捧げ

御鎮座八百年　

第
二
期
工
事
・

境
内
整
備
事
業
（
御
神
苑
造
成
）

御
奉
賛
・
御
寄
進
の
お
願
い

遷御の様子

召立の儀

亀ヶ池八幡宮御鎮座八百年奉祝記念
平成の御社殿・御神門

竣功奉祝祭のお知らせ
　この度、亀ヶ池八幡宮御鎮座八百年奉祝記念「平成
の御社殿・御神門」の竣功をお祝いして、下記の通り奉
祝祭を斎行致します。多くの方々にご観覧頂きたく御案
内致します。

斎行日：平成27年3月21日（土・祝）・22日（日）
●午前…稚児行列　
●午後…和太鼓演奏、神刀流演舞、野点
●夕方…真木ことみ歌謡ショー 
●午前…奉祝大祭　
●午後…直会、奉務神社獅子舞（神奈川県指定
　　　　無形民俗文化財）、野点、筝曲演奏
●夕方…舞楽・雅楽演奏

22日
（本宮）

21日
（宵宮）

りお二まと

宮司一拝

げ■御き

浦安の舞奉奏

入御

ま業遂をまいお賛う次

大神様に神饌物を奉る

新御社殿
宮司　奉幣の儀

　稚児行列は３月21日（土・祝）
に開催致します。お子様の末
永いお幸せを願ってご参加下
さいますようご案内致します。
　詳しくは当八幡宮社務所
受付へどうぞ。皆様お誘い
合わせの上ご参加下さい。

お稚児さん募集
稚児行列稚児行列

な
く
無

の
も
、

物
に
よ

す
。大

東

々
減
り

か
さ
、

度
と
繰

平
和
へ

せ
ん
。す

日（土・祝）
子様の末
ご参加下
致します。
宮社務所
様お誘い
さい。

ん募集
行列行列行列行列列行列

万
円

尚
、
奉
賛
金
を

御神苑完成予想図



※お申し込み・お問い合わせは亀ヶ池八幡宮社務所　TEL.042-751-1138　FAX.042-757-3811へお願いいたします。
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御鎮座八百年奉祝記念●
弐
百
萬
円

田
村　

賀
世
（
東
京
都
渋
谷
区
）

●
伍
拾
萬
円

小
野
澤
セ
キ
子
（
中
央
区
上
溝
）

●
参
拾
萬
円

稲
葉
電
気
興
業
㈱
（
中
央
区
清
新
）

㈱
ユ
ー
カ
ワ
ベ
（
京
都
府
京
都
市
）

●
弐
拾
萬
円

飯
田　

覚
隆
（
南
区
当
麻
）

●
壱
拾
参
萬
円

橋
本
大
鷲
神
社
（
緑
区
橋
本
）

●
壱
拾
萬
円

荻
田　

祐
右
（
愛
甲
郡
愛
川
）

㈱
民
俗
工
芸
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

西
野
建
設
㈱
（
中
央
区
星
が
丘
）

平
塚
八
幡
宮
（
平
塚
市
浅
間
町
）

●
八
萬
円

畑
野　

五
郎
（
中
央
区
千
代
田
）

●
伍
萬
円

大
川　

豊
作
（
中
央
区
陽
光
台
）

金
子
寿
美
子
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）

田
名
八
幡
宮
（
中
央
区
水
郷
田
名
）

中
田　

和
雄
（
中
央
区
陽
光
台
）

𡈽
方　
　

豊
（
中
央
区
星
が
丘
）

星
工
業
㈱
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

●
四
萬
円

野
岳　

恒
憲
（
中
央
区
緑
が
丘
）

丸
良
運
輸
㈱
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

㈲
神
明
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

●
参
萬
円

大
隅　

康
弘
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

小
川　

愼
一
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
野
澤
重
幸
（
中
央
区
上
溝
）

片
野　

光
章
（
座
間
市
座
間
）

㈱
協
同
商
店
（
中
央
区
南
橋
本
）

㈱
む
つ
み
工
業
（
中
央
区
田
名
）

佐
藤　

時
雄
（
緑
区
下
九
沢
）

篠
田　

雅
美
（
中
央
区
田
名
）

萩
原　

敏
幸
（
南
区
当
麻
）

三
浦　

幸
治
（
中
央
区
陽
光
台
）

水
谷
商
事
㈱
（
中
央
区
相
模
原
）

宮
岡
由
美
子
（
中
央
区
上
溝
）

山
﨑　
　

治
（
緑
区
原
宿
南
）

●
弐
萬
円

青
木　

悦
子
（
東
京
都
八
王
子
市
）

加
藤　

久
人
（
埼
玉
県
新
座
市
）

神
林　

正
雄
（
中
央
区
矢
部
）

星
ヶ
丘
自
治
会
連
合
会

（
中
央
区
星
が
丘
）

細
谷　
　

清
（
南
区
古
淵
）

水
谷　

正
美
（
中
央
区
共
和
）

●
壱
萬
伍
阡
円

森
泉　

祐
二
（
中
央
区
星
が
丘
）

●
壱
萬
弐
阡
円

岸　
　

広
輔
（
中
央
区
上
溝
）

●
壱
萬
円

飯
田　

則
恭
（
南
区
新
磯
野
）

石
黒　

正
人
（
中
央
区
上
溝
）

猪
瀬　

圭
輔
（
南
区
大
野
台
）

宇
都　

智
浩
（
南
区
麻
溝
台
）

蛯
谷　

仁
美
（
中
央
区
富
士
見
）

小
田
原　

敬
（
南
区
双
葉
）

梶
山　

明
宏
（
中
央
区
上
溝
）

加
藤　

俊
夫
（
緑
区
元
橋
本
町
）

北
島　
　

晟
（
中
央
区
上
溝
）

小
林　

潤
子
（
中
央
区
相
模
原
）

サ
ー
ク
ル
Ｋ
上
溝
店
（
中
央
区
上
溝
）

佐
藤　

伸
幸
（
緑
区
二
本
松
）

佐
藤　

義
夫
（
中
央
区
千
代
田
）

篠
塚　

芳
夫
（
中
央
区
上
溝
）

菅
原　

幸
蔵
（
中
央
区
千
代
田
）

千
葉　

知
弘
（
中
央
区
上
溝
）

中
野　
　

喬
（
中
央
区
光
が
丘
）

中
村　
　

稔
（
中
央
区
緑
が
丘
）

野
中　

暁
広
（
中
央
区
相
生
）

髙
橋　

節
子
（
中
央
区
上
溝
）

蓮
池　

直
人
（
中
央
区
上
溝
）

早
川
誠
一
郎
（
座
間
市
入
谷
）

福
崎　

範
男
（
中
央
区
陽
光
台
）

細
谷　

辰
雄
（
南
区
古
淵
）

前
田　
　

拓
（
中
央
区
上
溝
）

馬
渕　

仁
彦
（
横
浜
市
都
筑
区
）

丸
岡　

龍
太
（
横
浜
市
青
葉
区
）

森　
　

茂
夫
（
中
央
区
上
溝
）

森　
　

初
枝
（
中
央
区
上
溝
）

森　

フ
ヂ
子
（
中
央
区
上
溝
）

八
木　

修
司
（
緑
区
大
島
）

湯
田　

道
夫
（
中
央
区
陽
光
台
）

和
田
登
喜
夫
（
緑
区
中
野
）

渡
邊　

一
夫
（
中
央
区
陽
光
台
）

●
伍
阡
円

浅
田　
　

剛
（
緑
区
川
尻
）

阿
邊　

哲
也
（
中
央
区
上
溝
）

新
井　

久
義
（
中
央
区
相
生
）

安
藤　

昭
一
（
南
区
御
園
）

井
上　

厚
司
（
南
区
下
溝
）

井
上　
　

功
（
中
央
区
矢
部
）

井
上　

末
盛
（
中
央
区
緑
が
丘
）

入
江　

建
夫
（
中
央
区
上
溝
）

岩
永　

清
重
（
中
央
区
緑
が
丘
）

内
海　
　

隆
（
中
央
区
並
木
）

内
山　

秀
夫（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

遠
藤　
　

明
（
中
央
区
光
が
丘
）

遠
藤　
　

操
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

太
田　

逸
男
（
中
央
区
相
模
原
）

大
場　

憲
正
（
中
央
区
上
溝
）

小
沼　

資
司
（
中
央
区
緑
が
丘
）

加
藤　
　

貢
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

加
藤　

祐
子
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

門
倉　

伸
治
（
中
央
区
光
が
丘
）

金
子
ア
イ
子
（
中
央
区
星
が
丘
）

金
子　
　

治
（
中
央
区
星
が
丘
）

行
政
書
士
村
山
法
務
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
中
央
区
上
溝
）

九
良　

健
二
（
中
央
区
千
代
田
）

黒
河　

節
子
（
中
央
区
富
士
見
）

軍
司　

耕
一
（
南
区
南
台
）

越
田　

和
義
（
中
央
区
共
和
）

寒
河
江　

守
（
中
央
区
共
和
）

佐
々
木
泰
三
（
中
央
区
上
溝
）

佐
藤　

俊
彦
（
中
央
区
上
溝
）

佐
野　

文
代
（
緑
区
町
屋
）

篠
﨑　

昌
子
（
川
崎
市
高
津
区
）

柴
田　

光
康
（
中
央
区
緑
が
丘
）

白
井　

敦
史
（
中
央
区
星
が
丘
）

城
石　

和
子
（
大
和
市
鶴
間
）

田
加
井
國
育
（
中
央
区
矢
部
）

髙
橋　

研
二
（
中
央
区
上
溝
）

竹
尾　

伊
平
（
中
央
区
陽
光
台
）

武
田　

芳
顕
（
東
京
都
町
田
市
）

田
所　
　

徹
（
中
央
区
田
名
）

田
中　
　

茂
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

千
葉　

親
平
（
中
央
区
陽
光
台
）

永
冨　
　

修
（
中
央
区
横
山
台
）

仲
桝　

久
子
（
中
央
区
相
生
）

西
野　

正
美
（
中
央
区
上
溝
）

西
野　

洋
平
（
栃
木
県
大
田
原
市
）

西
脇　

清
司
（
中
央
区
弥
栄
）

野
村　

勝
子
（
南
区
北
里
）

樋
口　
　

保
（
中
央
区
陽
光
台
）

久
恒
ゆ
み
子
（
緑
区
西
橋
本
）

久
恒　

龍
治
（
緑
区
西
橋
本
）

藤
岡　

明
子
（
中
央
区
青
葉
）

太　
　

幸
雄
（
中
央
区
富
士
見
）

増
田　

義
孝
（
南
区
下
溝
）

町
田　

行
央
（
緑
区
西
橋
本
）

松
下　

信
之
（
中
央
区
並
木
）

三
木　

教
行
（
中
央
区
相
模
原
）

水
田　
　

駿
（
南
区
大
野
台
）

三
輪　

敏
夫
（
中
央
区
光
が
丘
）

三
輪　

尚
子
（
中
央
区
光
が
丘
）

三
輪　
　

亘
（
中
央
区
光
が
丘
）

森
下
喜
美
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

守
屋　
　

進
（
中
央
区
矢
部
）

矢
向　

章
男
（
中
央
区
緑
が
丘
）

山
口
真
紀
子
（
緑
区
下
九
沢
）

山
﨑　

洋
子
（
緑
区
原
宿
南
）

江
﨑　

貴
博
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

養
田　
　

仁
（
中
央
区
陽
光
台
）

吉
田　

善
勝
（
緑
区
下
九
沢
）

脇
村　

彰
造
（
緑
区
西
橋
本
）

渡
辺　

隆
之
（
中
央
区
緑
が
丘
）

綿
引　
　

功
（
緑
区
東
橋
本
）

加
藤　

德
子
（
海
老
名
市
上
今
泉
）

特
別
調
度
品　

●
壱
百
萬
円

亀
ヶ
池
八
幡
宮
総
代
一
同

石
川　

誠
剛
（
南
区
大
野
台
）

大
貫
秀
文
・
律
子
（
緑
区
下
九
沢
）

福
田　

和
子
（
東
京
都
中
野
区
）

●
伍
拾
萬
円

大
貫　

幸
雄
（
緑
区
下
九
沢
）

藩
州
電
気
㈱
（
中
央
区
田
名
）

プ
ラ
イ
ム
デ
リ
カ
㈱
（
南
区
麻
溝
台
）

●
参
拾
弐
萬
円

亀
ヶ
池
八
幡
宮
世
話
人
一
同

●
参
拾
萬
円

石
井　

正
彦
（
南
区
当
麻
）

㈱
Ｓ
Ｅ
Ｔ 

Ｕ
Ｐ（
中
央
区
千
代
田
）

谷
山
税
務
会
計
事
務
所（
伊
勢
原
市
桜
台
）

●
弐
拾
萬
円

井
上　

英
武
（
中
央
区
星
が
丘
）

梅
原　

信
男
（
中
央
区
陽
光
台
）

相
模
原
市
農
業
協
同
組
合

（
中
央
区
中
央
）

●
壱
拾
伍
萬
円

神
刀
流
神
刀
館
（
中
央
区
千
代
田
）

森
会
計
事
務
所
（
中
央
区
千
代
田
）

●
壱
拾
萬
円

大
木　

冨
雄
（
中
央
区
上
溝
）

大
木
美
津
子
（
中
央
区
上
溝
）

㈲
大
髙
運
輸
（
中
央
区
上
溝
）

調
度
品　

●
壱
拾
伍
萬
円

神
明
大
神
宮
（
緑
区
橋
本
）

●
壱
拾
萬
円

相
原
八
幡
宮
（
緑
区
相
原
）

鵜
野
森
日
枝
神
社
（
南
区
鵜
野
森
）

大
沼
神
社
（
南
区
東
大
沼
）

㈱
岩
井
土
地
建
物
（
南
区
古
淵
）

㈱
サ
カ
イ
物
流
（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム（
中
央
区
富
士
見
）

軽
部　

智
司
（
中
央
区
横
山
）

税
所　

正
和
（
南
区
相
模
台
）

佐
藤　

律
子
（
東
京
都
町
田
市
）

第
一
商
事
㈱
（
緑
区
橋
本
）

髙
萩　

一
二
（
中
央
区
陽
光
台
）

中
村　

遥
仁
（
中
央
区
横
山
）

橋
本　

悦
子
（
南
区
下
溝
）

橋
本　

勇
一
（
南
区
下
溝
）

保
坂　

正
幸
（
中
央
区
横
山
）

村
富
神
社
（
中
央
区
矢
部
）

ラ
ン
ド
ワ
ー
ク一
級
建
築
士
事
務
所

（
東
京
都
町
田
市
）

燈
籠

●
弐
拾
萬
円

石
川　

豊
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

磯
部
八
幡
宮
（
南
区
磯
部
）

井
上
酒
店
（
南
区
下
溝
）

今
井　

達
次
（
中
央
区
千
代
田
）

岡
林　

義
弘
（
中
央
区
陽
光
台
）

久
住　

和
代
（
横
浜
市
青
葉
区
）

相
模
原
中
央
病
院（
中
央
区
富
士
見
）

田
村
敏
夫
・
ケ
イ
子（
中
央
区
清
新
）

中
山
金
男
・
君
子
（
中
央
区
上
溝
）

ハ
ラ
グ
ル
ー
プ
本
部
（
緑
区
東
橋
本
）

松
井
建
設
㈱
（
東
京
都
中
央
区
）

み
ず
ほ
証
券
㈱
町
田
支
店

（
東
京
都
町
田
市
）

●
壱
拾
伍
萬
円

ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱（
緑
区
大
山
町
）

相
原　

伸
司
（
埼
玉
県
加
須
市
）

石
澤　

昌
治
（
中
央
区
千
代
田
）

今
商
㈱
（
緑
区
久
保
沢
）

井
村
要
志
雄
（
中
央
区
陽
光
台
）

㈱
可
児
商
店
（
愛
知
県
瀬
戸
市
）

川
上　

武
宏
（
中
央
区
上
溝
）

相
模
煙
火
店
（
緑
区
大
島
）

座
間　
　

福
（
南
区
下
溝
）

白
鷹
運
輸
㈱
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

瀧
本
林
業
㈱
（
中
央
区
矢
部
）

根
岸　
　

清
（
中
央
区
青
葉
）

浜
梶
庸
一
郎
（
緑
区
青
山
）

星
野　
　

玉
（
中
央
区
中
央
）

町
田
紘
一
・
克
子
（
南
区
麻
溝
台
）

宮
ノ
原
栄
子
・
み
ど
り

（
中
央
区
宮
下
本
町
）

望
月
測
量
登
記
事
務
所

（
東
京
都
調
布
市
）

山
岸　

節
子
（
中
央
区
上
溝
）

山
本　
　

清
（
緑
区
下
九
沢
）

ラ
イ
ズ
工
業
㈲
（
厚
木
市
下
川
入
）

渡
木　

一
壽
（
中
央
区
青
葉
）

渡
部　

健
次
（
中
央
区
由
野
台
）

●
壱
拾
萬
円

安
達　

晃
雄
（
中
央
区
千
代
田
）

Ｌ
Ｃ
Ａ
国
際
小
学
校（
中
央
区
横
山
台
）

大
野
台
御
嶽
神
社
（
南
区
大
野
台
）

大
林　

正
治
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
野
美
智
子
・
佳
世
子

（
東
京
都
町
田
市
）

㈱
ア
イ
ア
ー
ル（
中
央
区
田
名
）

㈱
ア
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
カ
イ
産
業
（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
カ
イ
産
業
運
輸（
中
央
区
田
名
）

㈱
岡
調
査
設
計
事
務
所

（
中
央
区
鹿
沼
台
）

㈱
山
紀
グ
ル
ー
プ（
中
央
区
上
溝
）

小
池　

公
子
（
中
央
区
弥
栄
）

志
賀　

末
吉
（
綾
瀬
市
深
谷
上
）

清
水　

哲
行
（
緑
区
下
九
沢
）

菅
沼　

良
男
（
中
央
区
千
代
田
）

関
山　

泰
孝
（
南
区
当
麻
）

薗　
　

麗
子
（
中
央
区
上
溝
）

髙
𣘺　

修
一
（
中
央
区
並
木
）

竹
村　

良
彦
（
中
央
区
緑
が
丘
）

西
村　

輝
昭
（
中
央
区
陽
光
台
）

畑
野　

五
郎
（
中
央
区
千
代
田
）

細
川　

久
男
（
中
央
区
上
矢
部
）

山
本　

八
郎
（
中
央
区
星
が
丘
）

横
山　
　

均
（
中
央
区
光
が
丘
）

吉
本　
　

稔
（
中
央
区
横
山
台
）

（
敬
称
略
）

　

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等
御
造
営
の
御
奉
賛
、
ま
た
特
別
調
度
品
・
調
度
品
・
燈
籠
の
御
奉
納
を
賜
り

ま
し
た
氏
子
崇
敬
者
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
左
記
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御
奉
賛
者
皆

様
の
ご
多
幸
ご
隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
調
度
品
・
燈
籠
に
つ
き
ま
し
て
は
お
陰
を
持
ち
ま
し

て
総
て
奉
納
完
了
頂
き
ま
し
た
こ
と
御
報
告
致
し
ま
す
。
特
別
調
度
品
等
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き
続
き
氏

子
崇
敬
者
皆
様
の
格
別
な
る
御
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
六
月
か
ら
平

成
二
十
六
年
十
一
月
末
日
ま
で

社
頭
に
て
受
付
分
を
掲
載
致
し

ま
し
た
。
奉
賛
会
委
員
受
付
分

は
特
別
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

●
斎
行
日
…
平
成
二
十
七
年
二
月
三
日
（
火
）

●
式
典
…
午
後
三
時

●
豆
撒
き
師
（
年
男
・
年
女
・
厄
年
の
人
）
の
ご

希
望
の
方
は
、
当
八
幡
宮
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。（
当
日
も
受
付
け
致
し
ま
す
。）

●
日
時
…
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
四
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
九
時
半
開
会

●
会
場
…
亀
ヶ
池
八
幡
宮
境
内

●
応
募
資
格
…
首
の
す
わ
っ
た
生
後
六
ヶ
月
位

か
ら
二
歳
半
位
ま
で
の
男
女
児

●
参
加
費
…
一
三
、〇
〇
〇
円
（
四
股
名
兜
・
一

升
餅
担
ぎ
・
福
引
・
祈
祷
料
・
御
守
・
そ
の
他

含
む
）

●
募
集
人
数
…
百
五
十
名

●
募
集
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続後拾遺集は正中2年撰の勅撰和歌集である。詠者度会常良は後に常昌と改めた。鎌倉中期建長3年
（1263）に出生、正応5年（1292）に豊受大神宮禰宜に任じた。延元4年（1339）に歿した。享年77。伊勢
神道の学者であると共に南朝に対する勤皇の志の厚い神職であった。　　　　岡田米男『神道百言』より 本殿遷座祭　宮司以下祭員退下

民のため世のため祈る神わざの
しげき御国はなほぞ栄えむ
　　          ―度会常良・続後拾遺集―

続後拾遺集は正中2年撰の勅撰和歌集である。詠者度会常良は後に常昌と改めた。鎌
（1263）に出生、正応5年（1292）に豊受大神宮禰宜に任じた。延元4年（1339）に歿し
神道の学者であると共に南朝に対する勤皇の志の厚い神職であった。　　　　岡田米男

しげき御国はなほぞ栄えむしげき御国はなほぞ栄えむ
        ―度会常良・続後拾遺集―

　国民が安楽に暮せるよう、又世の中が平和であるようにと祈
るのが、神社の祭の本旨である。この祈りの心が一人よりも二
人と多くなり、結集されることは、国民も社会も、安楽と平和の
社会生活を望む声の昂まりを示すもので、神社の祭の目的はそ
こにある。
　「神わざ」とは神に奉仕することであり、誠を捧げることであ
る。祭が仕え奉ることであり、誠を捧げることであるのと同様で
ある。国民社会の幸福を祈る祭が盛んに行われねばならぬ道
理がここにある。
　年中行事がお正月から始まって、12月に終り、1年中、同じよ
うな祭が繰りかえされるのは、人は祈りに明けて、祈りに暮れ、
終始一貫、誠の道を歩まねばならぬからである。我が国が古来、
神事を第一とした理由は国民・社会の幸福を第一としたものに
外ならない。


